
人文・社会科学科目群  

 

芸術・文学・言語分野 

 

① 芸術関係科目の分類 

芸術関連科目では、主に西洋と東洋と日本の美術や音楽について、理解を深め、感性を磨くことを目指します。さら

に、「美」とは何か、「芸術」とは何か、「創造性」とは何か、といった根本的なテーマについて受講生とともに考えてい

く科目構成になっています。 

「基礎」は、「芸術学Ⅰ・Ⅱ」、「音楽芸術論Ⅰ・Ⅱ」、「東洋美術史Ⅰ・Ⅱ」からなります。「芸術学」では、古代から

現代までの具体的な芸術作品や美学思想を分かりやすく解説しながら、アートに親しんで感性を磨いていく内容になっ

ています。「音楽芸術論Ⅰ・Ⅱ」では、作品鑑賞等を通じて音楽の歴史と魅力に迫り、「東洋美術史Ⅰ・Ⅱ」ではインド

や中国等の仏教美術の原点に触れます。いずれも理科系の学生にもぜひ受講してほしい内容です。 

「各論」は、「創造行為総論 A」と「創造行為総論 B」、「近代芸術論 A・B（隔年開講）」、「創造ルネッサンス論 A・B」

からなります。「創造行為総論」では、芸術や美について著わされた優れた著作を取り上げ、偉大な美の思索家たちの思

想に触れます。「近代芸術論 A・B（隔年開講）」、「創造ルネッサンス論 A・B」では順に、日本の江戸・明治の芸術、西

洋の芸術と思想について、「基礎編」から踏み込んだ理解を目指します。 

「基礎ゼミナール」の「創造ルネッサンス論基礎ゼミナール」では、少人数のゼミ形式で、神話や宗教など、美術に

取り上げられてきた主要なテーマに習熟することを目指します。「創造行為論講読演習」では、美学や芸術学の基本文献

（外国語も含む）を読み込む力を養います。 

 

② 国語国文学関係科目の分類 

国語国文学関係科目には、基礎的な内容を中心として、幅広く古典文学を取り上げる「国語国文学」Ⅰ・Ⅱ、同じく

近代文学を取り上げる「日本近代文学」Ⅰ・Ⅱ、中国古典文学を取り上げる「漢文学」Ⅰ・Ⅱ、日本語を取り上げる「言

学」Ⅰ・Ⅱがあります。「国語国文学」「日本近代文学」は、『万葉集』『古事記』など上代文学の始まりから平安時代の

和歌や物語、中世の説話、近世の俳諧、さらには明治・大正・昭和期の文学について、日本語学の知見とも関連させな

がら入門的講義を行っています。また、日本の文化と日本語に大きな影響を及ぼした中国古典文学をカバーする「漢文

学」は、高等学校で用いられたなじみある教材を用いた入門的講義で、より深い理解を獲得することを目指しています。

「言学」は、日本古典文学の知見を踏まえた、日本語に関する入門的講義です。いずれも、理系学生にも配慮した内容

となっています。 

より限定されたテーマを取り上げる「各論」科目には、日本や中国の古典を読む「日本語学文献講読論」Ⅰ・Ⅱや「日

本古典講読論」Ⅰ・Ⅱ（いずれも 2 回生以上向け）などがあります。中には専門性の高い授業もありますので、その内

容・履修条件についてはシラバスで確認してください。 

後期開講の「日本近代文学基礎ゼミナール」は、前期開講の ILAS セミナー「日本近代文学」ともども、少人数で講

読や研究発表を行うゼミ形式の授業であり、受講者には主体的な授業参加が求められます。 

 

③ 言語関係科目の分類 

言語関係科目は、言語を人間の思考とコミュニケーションの主要なツールと考え、思考とコミュニケーションのプロ

セスとメカニズムを解明し人間性の理解に迫ることを目標に、次のように体系化されています。 

「言語科学Ⅰ」・「言語科学Ⅱ」では、入門的な内容ながら、音韻論・形態論・統語論・意味論・語用論・異文化間コ

ミュニケーションおよび言語教育への応用といった、言語学の主要分野を網羅的に扱います。これらに続くものとして、

2 回生以上向けの「言語構造機能論」・「言語比較論Ⅰ」・「言語比較論Ⅱ」・「言語認知論」が提供されています。いずれ

も、ことばに関する知的関心に沿った、わかりやすい授業内容ですが、自身の興味に応じた中身かどうかはシラバスで

十分に確認してください。担当教員と事前に（あるいは初回の授業時に）相談してもらうことが望まれます。 

 


